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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成22年1月21日(2010.1.21)

【公表番号】特表2009-517150(P2009-517150A)
【公表日】平成21年4月30日(2009.4.30)
【年通号数】公開・登録公報2009-017
【出願番号】特願2008-542663(P2008-542663)
【国際特許分類】
   Ａ４７Ｊ  27/00     (2006.01)
   Ａ４７Ｊ  36/04     (2006.01)
   Ｂ６５Ｄ  81/34     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ４７Ｊ  27/00    １０７　
   Ａ４７Ｊ  36/04    　　　　
   Ｂ６５Ｄ  81/34    　　　Ｕ

【手続補正書】
【提出日】平成21年11月27日(2009.11.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体（２，１２，２０）と、前記本体（２，１２）の開口部のためのクロージャ（３，
１３）とを有する容器（１，１１，１８，２７）であって、本体（２，１２）は加熱可能
な内容物（５，１９）を含み、マイクロ波加熱可能要素（６）と熱交換接触して設けられ
、加熱可能要素（６，１４，２２，２８）は、外囲容器（７，１５，２４）に収容された
マイクロ波加熱可能材料（８，１７，２３）を含み、外囲容器は半透水性を有することを
特徴とする、容器。
【請求項２】
　外囲容器（７）は本体（２）に付着される、請求項１に記載の容器（１）。
【請求項３】
　外囲容器（２４）は本体に取外し可能に接続される、請求項１に記載の容器（１８）。
【請求項４】
　外囲容器（２２）はパッド（２５）の形態を有する、請求項３に記載の容器（１８）。
【請求項５】
　加熱可能要素（１４）は、本体（１２）の高さの一部にわたって延在する、請求項１～
４のいずれか１項に記載の容器（１１）。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１項に記載のマイクロ波加熱可能要素。
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